
令和２年度 第２回野洲市総合計画審議会 議事録要旨 

●日  時 

令和２年 11 月 17 日（火） 15:00～16:30 

●場  所 

中主防災コミュニティセンター ２階防災研修室 

●出席委員（委員区分毎・50音順） 

 １号委員：大野 裕己委員、田中 勝也委員、新川 達郎委員、原田 小夜委員 

 ２号委員：浅田 邦保委員、入江 幸一委員、衞藤 信之委員、奥邨 武和委員、木村 靖委員、 

田中 悦子委員、田中 康嗣委員、苗村 明夫委員、林 かずみ委員、水島 章夫委員、 

山口 桂子委員、山本 一郎委員、山本 博一委員 

 ４号委員：井上 輝子委員、松井 佑太委員 

●欠席委員（委員区分毎・50音順） 

２号委員：北村 真治委員、黒木 稔委員、柴原 喬委員、中塚 勝委員、野口 明委員、 

羽田 慎二委員、松沢 松治委員、望月 幸三委員 

●事 務 局 

 川端政策調整部部長、川尻政策調整部次長、玉川企画調整課課長、岡田企画調整課課長補佐、 

垂企画調整課専門員、亀井企画調整課主事 

●傍 聴 者 

  ４名 

 

１ 開会 

 （１）部長あいさつ 

 

２ 審議事項 

 （１）総合計画（パブリックコメント案）について 

  ―事務局より資料説明― 

 

◇委員からの主な意見・質問 

【委員】７ページの土地利用について、土地利用現況図の国道８号線が見にくいので、分かりやすくし

てほしい。 

【委員】パブリックコメントにおいて、用語が理解できないと意見を出しにくいと思うので、用語解説

を付けてほしい。 

  →【事務局】資料編として用語解説を付ける。 

【委員】夢を描く計画であるが、財源無くしては実現しない。財源確保についての意見を伺いたい。 

  →【事務局】78 ページ「施策３ 効果的・効率的な行財政運営」において、積極的な歳入の確保を

主な取組としており、必要性は十分認識している。具体的な取組については、関連する主な計画で

ある経営改善アクションプランにおいて定めている。 

【委員】「多極ネットワーク型コンパクトシティ」について、図はあるものの、中身が理解されにくい



のではないか。また、人口５万人の野洲市においてコンパクトシティは適合するのか。 

   →【委員】コンパクトシティは、その地域や状況に応じて姿は異なり、野洲市の規模においても 

十分適合すると思う。総合計画は大枠の方針を示すものであり、個別の具体的な計画には、どう 

実現していくのかなどの具体的なところまで示す必要があるのではないか。また、市を持続的に 

発展させるためには、極となるところに若い人を引き寄せる必要があり、その辺りを何か書ける

といい。 

→【会長】実際のコンパクトシティで集積されるのは 1万か２万ぐらいで、そこに都市機能が集

まって、それを野洲市全域から上手に使い回していくようなイメージだと考えている。 

   →【事務局】コンパクトシティについては、立地適正化計画の中で具体的には記載していく。ま 

た駅前の整備については、駅前に病院を整備する計画である今の整備構想を今後変更する必要が 

あり、具体的な内容はその個別計画の中で対応していく。 

【委員】１ページに「この「第２次野洲市総合計画」は 10年後にこんな野洲市になってほしいという 

という市民の夢を描いたものです。」とあるが、どこを見れば分かるのかが分かりにくい。 

【委員】個別計画の体系図をパブリックコメントの際にも入れた方が分かりやすいと思う。 

【委員】井戸端座談会について、少人数でも実施を検討願う。 

  →【事務局】より多くの方に参加してもらえるよう見直しを図るため、12月に実施予定であった 

井戸端座談会については中止とした。パブリックコメントで多くの意見をもらえるよう、周知等工 

夫する。 

【委員】井戸端座談会の見直しと 49 ページの「年２回以上の懇談会」という指標は関連するのか。 

→【事務局】福祉分野における懇談会は井戸端座談会とは別の取組である。今はタウンミーティン 

グという形で市民の活動に出向いて実施しているが、今後の手法については検討段階である。 

【委員】「野洲市はこうしたい」というビジョンがきちんと現れるように整理してもらいたい。 

  →【会長】野洲市の将来の理想像がしっかり分かりやすい形で示せるよう、事務局で検討をお願い

する。 

【委員】キャッチコピーは端的に「にじいろ都市 やす」の方が良いのではないか。 

【委員】19 ページの課題②はコンパクトシティに関する記述であるため、コンパクトシティという言葉

も入れた方がいい。 

【委員】70 ページの「施策５ 道路ネットワークの整備・交通安全の推進」について、快適で安全に移

動できる道路ネットワークの構築に一番必要なのは雑草の処理ではないか。 

【委員】市民懇談会について、オンラインでやってはどうか。動画を配信し、コメントでみんなが投稿

できるような形にすれば意見が出やすいと思う。参加者募集については、市長の Facebook で広報

し、議員がシェアすれば参加者はあると思うので、やり方次第ではないか。 

 

３ 答申 

（１） 新川会長から栢木野洲市長に「第２次野洲市総合計画（パブリックコメント案）」を答申。 

（２） 市長あいさつ 

 

 



４．その他  

 （１）野洲市総合戦略について 

  ―事務局より資料説明― 

 

◇委員からの主な意見・質問 

【委員】９ページの Society5.0 の推進について、行政手続きの電子化だけではなく行政そのもののデ

ジタル化やネットワーク化について記載すべきではないか。また、同ページの SDGｓについて、低

炭素社会に関する KPI が必要ではないか。 

  →【事務局】KPI については総合計画の指標から抜粋している関係で、このような指標となってい

る。 

【委員】６ページの子育てに関する KPI について、審議会等委員の女性比率が挙がっているが違和感が

ある。子育てイコール女性というふうに見えるので検討してもらいたい。 

 

５．閉会 


